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日経平均株価　
　２万７００３円５６銭　
▲１８５円０３銭(前日比)

ＴＯＰＩＸ
　１９１５．９１　　
　▲１７．５６(前日比)　

日経平均日足チャート

好
業
績
期
待
銘
柄
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

円
安
進
み
為
替
の
影
響
重
視

３
月
期
決
算
発
表
終
盤
戦
へ

　

３
月
期
決
算
発
表
は
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明
け
か
ら
い

よ
い
よ
中
盤
戦
か
ら
終
盤
戦
に
突
入
す
る
。
す
で
に
４
月
末
に
発
表

し
て
い
る
電
子
部
品
大
手
な
ど
の
外
需
は
原
料
高
な
ど
の
圧
迫
要
因

は
あ
る
も
の
の
、
旺
盛
な
需
要
を
背
景
に
概
ね
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
業
績

予
想
を
発
表
す
る
企
業
が
多
か
っ
た
。
４
月
２
８
日
の
日
銀
金
融
政

策
決
定
会
合
を
受
け
て
円
安
が
さ
ら
に
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か

ら
発
表
さ
れ
る
企
業
は
内
需
、
外
需
含
め
て
よ
り
為
替
の
影
響
を
重

視
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
注
目
銘
柄
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

 

 

決算発表はいよいよ終盤戦
  

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券

が
集
計
し
た
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ

Ｘ
採
用
の
３
月
決
算
企

業
の
２
３
年
３
月
期
通

期
純
利
益
予
想

は
、
４
月
２
７

日
ま
で
発
表
分

（
１
１
３
社
、

開
示
率
７
・
８

％
）
で
前
年
比

１
６
・
９
％
増

と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
予
想
に
な
っ

て
い
る
。
原
料

高
な
ど
不
安
要

素
が
あ
る
も
の

の
、
９
日
以
降

に
発
表
さ
れ
る

企
業
に

つ
い
て

も
好
決

算
予
想
を
発
表
す
る
企

業
は
多
い
か
も
し
れ
な

い
。

　

９
日
発
表
で
は
ニ
ッ

カ
ト
ー
（
５
３
６
７
）

は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
が
電
子

部
品
向
け
に
拡
大
、
今

２
３
年
３
月
期
も
旺
盛

な
需
要
拡
大
は
継
続
し
、

営
業
利
益
は
前
期
の
９

億
円
（
２
・
５
倍
）
か

ら
１
０
億
円
台
が
期
待

さ
れ
る
。

　

ゲ
ー
ム
で
は
１
０
日

に
任
天
堂
（
７
９
７
４
）
、

１
１
日
に
カ
プ
コ
ン

（
９
６
９
７
）
が
控
え
る
。

任
天
堂
は
発
売
延
期
と

な
っ
て
い
た
「
ゼ
ル
ダ

の
伝
説 

ブ
レ
ス 

オ
ブ 

ザ 

ワ
イ
ル
ド
（
Ｂ
ｏ

ｔ
Ｗ
）
」
続
編
が
今
期

は
貢
献
、
カ
プ
コ
ン
も

前
期
の
上
方
修
正
を
発

表
済
で
、
今
期
も
看
板

タ
イ
ト
ル
が
手
堅
く
貢

献
し
よ

う
。
１

２
日
発

表
の
東

映
ア
ニ

メ
ー
シ

ョ
ン

（
４
８

１
６
）

は
「
ワ

ン
ピ
ー

ス
」
な

ど
の
新

作
が
控

え
て
お

り
、
こ

れ
ら
が

今
期
予

想
に
加
味
さ
れ
そ
う
だ
。

　

３
月
決
算
以
外
で
は

湖
北
工
業
（
６
５
２
４
）

が
２
２
年
１
２
月
期
の

第
１
四
半
期
（
１
～
３

月
）
決
算
を
発
表
す
る
。

自
動
車
用
な
ど
ア
ル
ミ

電
解
コ
ン
デ
ン
サ
ー
用

リ
ー
ド
端
子
が
好
調
で

前
期
営
業
利
益
は
４
１

億
２
６
０
０
万
円
（
前

の
期
比
６
０
・
１
％
増
）

と
大
幅
な
増
益
と
な
っ

た
。
今
期
は
４
３
億
１

１
０
０
万
円
と
小
幅
増

益
予
想
な
が
ら
第
１
四

半
期
の
内
容
次
第
で
は

上
振
れ
期
待
も
。
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４
月
第
４
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

好決算銘柄にチャンス探る

　

前
週
の
東
京
市
場
は
連
休
の
谷
間
で
２
日

間
の
立
ち
合
い
で
し
た
が
、
底
堅
い
動
き
に
な

り
ま
し
た
。
両
日
と
も
前
日
の
米
株
市
場
で
ダ

ウ
が
１
０
０
０
ド
ル
を
超
え
る
急
落
と
な
っ

た
こ
と
で
、
下
値
を
試
す
場
面
は
あ
り
ま
し
た

が
、
押
し
目

買
い
や
買
戻
し
に
持
ち
直

し
、
２
日
は

小
幅
安
、
６
日
は
朝
安
の

あ
と
上
げ
に

転
じ
２
万
７
０
０
０
円
台

を
回
復
し
て

い
ま
す
。
期
待
さ
れ
た
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
通
過

に
よ
る
あ
く
抜
け
と
は
な

ら
ず
、
グ
ロ

ー
ス
株
が
再
び
売
ら
れ
重

し
に
な
り
ま

し
た
が
、
バ
リ
ュ
ー
株
が

強
く
相
場
を

下
支
え
し
ま
し
た
。

　

米
金
融
政
策
に

は
不
透
明
感
が
残
り
、
週

明
け
も
米
長
期
金

利
睨
み
の
不
安
定
な
状
況

が
続
き
そ
う
で
す

が
、
原
燃
料
高
の
影
響
の

一
方
で
円
安
効
果

か
ら
主
要
企
業
の
業
績
は

堅
調
で
す
。
週
明

け
は
本
格
化
す
る
３
月
期

決
算
発
表
を
手
掛

か
り
に

個
別
物
色
が
活
況
に
な
り
、
全
般

も
底
堅
い
動
き
が
続
く
と

み
て
お
り
、
好
決
算
銘
柄
で

値
幅
狙
い
の
チ
ャ
ン
ス
を

探
る
考
え
で
す
。 

花
咲 

翁

２２年３月期上振れ増配へ

木徳神糧Ｓ高で最高値木徳神糧の日足チャート

　

週
明
け

２
５
日
、

木
徳
神
糧

（
２
７
０

０
）
が
ス

ト
ッ
プ
高

で
最
高
値

更
新
。
２

２
年
３
月

期
の
業
績

予
想
に
つ

い
て
、
連

結
売
上
高

で
９
７
５

億
円
か
ら

１
０
３
０
億
円
（
前
の

期
比
４
・
５
％
減
）
、

営
業
利
益
で
４
８
０
０

０
万
円
か
ら
１
０
億
円

（
同
９
０
・
１
％
増
）

へ
上
方
修
正
、
期
末
配

当
を
２
５
円
か
ら
３
５

円
（
同
２
５
円
）
へ
引

き
上
げ
た
。
円
安
の
影

響
で
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク

セ
ス
米
と
輸
入
乾
牧
草

の
単
価
が
上
昇
し
た
。

 

東
製
鉄
今
期
48
％
増
収

　

東
京
製
鐵
（
５
４
２

３
）
が
急
反
発
。
２
３

年
３
月
期
の
単
体
業
績

予
想
は
、
営
業
利
益
３

０
０
億
円
（
同
５
・
６
％

減
）
と
微
減
益
な
が
ら
、

主
原
料
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
価
格
高
騰
の
影
響
を

織
り
込
み
保
守
的
に
見

積
も
っ
て
お
り
、
売
上

高
は
４
０
０
０
億
円

（
前
期
比
４
７
．
７
％

増
）
と
大
幅
増
収
で
、

出
荷
数
量
の
大
幅
な
増

加
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
サ
プ

ラ
イ
ズ
に
な
っ
た
。
併

せ
て
、
発
行
済
み
株
式

数
の
２
・
４
２
％
に
あ

た
る
２
８
０
万
株
、
３

０
億
円
を
上
限
と
す
る

自
社
取
得
枠
を
設
定
し

た
こ
と
で
、
需
給
改
善

に
よ
る
株
価
浮
揚
効
果

も
期
待
さ
れ
た
。

ト
ー
セ
Ｎ
Ｆ
Ｔ
参
入

 

 

　

ト
ー
セ
（
４
７
２
８
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
今
２

２
年
８
月
期
の
決
算
説

明
資
料
で
メ
タ
バ
ー
ス

や
Ｎ
Ｆ
Ｔ
に
関
連
し
た

事
業
へ
の
参
入
を
表
明

し
た
こ
と
が
材
料
視
さ

れ
た
。
複
雑
な
立
体
映

像
な
ど
ゲ
ー
ム
制
作
の

技
術
を
活
用
す
る
。

非
鉄
金
属
先
物
軒
並
安

　

２
６
日
、
住
友
金
属
鉱

山
（
５
７
１
３
）や
Ｄ
Ｏ

Ｗ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
５
７
１
４
）
、
三
井
金

属
鉱
業
（
５
７
０
６
）な

ど
非
鉄
金
属
セ
ク
タ
ー

の
下
落
が
目
立
っ
た
。
北

京
市
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
ン

な
ど
に
よ
る
中
国
需
要

減
退
懸
念
か
ら
、
商
品
先

物
市
場
で
Ｃ
Ｍ
Ｘ
銀
先

物
が
２
・
４
％
安
、
Ｃ
Ｍ

Ｘ
銅
先
物
が
２
・
９
％
安
、

Ｌ
Ｍ
Ｅ
ア
ル
ミ
先
物
が

４
・
８
％
安
と
な
る
な

ど
金
や
ニ
ッ
ケ
ル
を
含

め
非
鉄
金
属
価
格
が
軒

並
み
下
落
し
た
。
住
友
鉱

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ニ

ッ
ケ
ル
製
錬
所
建
設
を

中
止
し
た
こ
と
も
嫌
気
。

イ
ン
ソ
ス
一
転
大
幅
増
益

　

イ
ン
ソ
ー
ス
（
６
２
０

０
）が
急
伸
。
集
計
中
の

２
２
年
９
月
期
第
２
四

半
期
累
計
の
連
結
業
績

に
つ
い
て
、営
業
利
益
を

１
２
億
３
０
０
０
万
円

か
ら
１
６
億
７
０
０
０

万
円
（
前
年
同
期
比
３
２
．

９
％
増
）
へ
一
転
、
大
幅

増
益
に
上
方
修
正
し
た
。

企
業
研
修
と
高
単
価
の

Ｄ
Ｘ
研
修
、
高
採
算
の
動

画
・
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が

拡
大
、
人
件
費
抑
制
効
果

も
利
益
を
押
し
上
げ
た
。

キ
ヤ
ノ
ン
電
45
％
減
益

　

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
（
７
７

３
９
）が
急
落
。
２
２
年

１
２
月
期
第
１
四
半
期

決
算
は
、
連
結
営
業
利
益

で
前
期
比
４
４
・
９
％

減
の
１
０
億
１
４
０
０

万
円
と
な
っ
た
。
パ
ー

ソ
ナ
ル
向
け
を
中
心
に

受
注
は
増
え
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
や
電
子
部
品

の
ひ
っ
迫
の
影
響
で
生

産
、
売
上
が
減
少
し
た
。

マ
ク
ア
ケ
下
方
修
正

 
 

　

２
７
日
、
マ
ク
ア
ケ

（
４
４
７
９
）
が
ス
ト

ッ
プ
安
。
２
２
年
９
月

期
予
想
に
つ
い
て
、
売

上
高
で
６
２
億
円
か
ら

４
７
億
円
（
前
の
期
比

１
・
７
％
増
）
、
営
業

利
益
で
４
億
６
５
０
０

万
円
か
ら
０
円
（
前
期

３
億
２
９
０
０
万
円
）

へ
下
方
修
正
し
た
。
先

行
し
た
人
材
採
用
で
一

時
的
コ
ス
ト
が
増
え
た
。
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ア
マ
ノ
上
昇
率
14
％
超
え

28
％
増
益
見
込
み
自
社
株
買
い

アマノの日足チャート

 
 

 

　

２
７
日
、
ア
マ
ノ
（
６

４
３
６
）
が
続
騰
、
上

昇
率
は
一
時
１
４
％
を

超
え
た
。
２
６
日
引
け

後
に
発
表
し
た
２
３
年

３
月
期
の
連
結
業
績
は
、

営
業
利
益
１
６
５
億
円

（
同
２
８
・
０
％
増
）

と
前
期
に
続
い
て
３
割

近
い
大
幅
増
益
を
見
込

み
、
併
せ
て
発
行
済
株

式
数
の
１
・
３
５
％
に

あ
た
る
１
０
０
万
株
、

２
５
億
円
を
上
限
に
し

た
自
社
株
取
得
枠
を
設

定
し
た
こ
と
が
買
い
手

掛
か
り
に
な
っ
た
。
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
メ
ー

シ
ョ
ン
に
対
応
し
て
ソ

フ
ト
系
資
産
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

Ａ
Ｉ
な
ど
の
戦
略
投
資

を
実
施
す
る
こ
と
で
収

益
を
拡
大
し
て
い
く
。

自
社
株
取
得
期
間
は
４

月
２
７
日
か
ら
８
月
３

１
日
ま
で
。

公開価格９２％上回る

モイの初値 　

モ
イ
（
５
０

３
１
）
が
東
証

グ
ロ
ー
ス
市
場

に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
４
７

０
円
を
９
２
％

上
回
る
９
０
２

円
で
初
値
が
生
ま
れ
た
。

同
社
は
ラ
イ
ブ
配
信
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
ツ

イ
キ
ャ
ス
」
の
企
画
、

開
発
、
運
営
を
行
う
。

シマノは収益悪化懸念
　

シ
マ
ノ
（
７

３
０
９
）
が
急

落
。
２
２
年
１

２
月
期
第
１
四

半
期
の
連
結
決

算
は
営
業
利
益

３
８
０
億
３
３

０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
１

６
・
８
％
増
）

と
２
ケ
タ
超
の

増
益
で
着
地
し
、

併
せ
て
自
己
株

式
取
得
枠
の
設

定
を
発
表
し
た

が
材
料
視
さ
れ

な
か
っ
た
。
資
材
価
格

高
騰
に
よ
る
利
益
悪
化

懸
念
が
あ
る
よ
う
だ
。

自
己
株
取
得
枠
は
上
限

１
０
０
万
株
（
発
行
済

株
式
総
数
に
対
す
る
割

合
１
・
１
％
）
ま
た
は

２
８
０
億
円
で
取
得
期

間
は
４
月
２
７
日
～
２

３
年
３
月
３
１
日
ま
で
。

株
主
還
元
の
充
実
と
資

本
効
率
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
目
的
。

公
開
価
格
15
％
上
回
る

ス
ト
レ
ー
ジ
王
の
初
値

　
ス
ト
レ
ー
ジ
王
（
２

９
９
７
）
が
東
証
グ
ロ

ー
ス
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
６
６
０
円
を

１
４
・
５
％
上
回
る
７

５
６
円
で
初
値
が
生
ま

れ
た
。
ト
ラ
ン
ク
ル
ー

ム
に
関
す
る
企
画
、
開
発
、

運
営
、
管
理
、
プ
ロ
パ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業 

と
付
帯
関
連
す
る
一
切

の
事
業
を
行
う
。

https://marketpress.jp/
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５
月
第
１
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 割安な日本株

日々勇太朗

　ＧＷ中の米国市場は乱高下。注目
のＦＯＭＣは市場予想通り０．５％
利上げで決着し、次回６月、７月も
０．５％利上げを示唆したことで、
一旦は材料出尽くしによる買い戻し
で急騰しましたが、５日はアッサリ
前日の上げを帳消しにし、ナスダッ
クは年初来安値を更新と慌ただしい
値動きに終始しました。
　それを受けた東京市場も寄り付き
から下落場面がありましたが、政府が６
月にも外国人観光客の入国再開を検討と
伝わるとインバウンド銘柄が押し上げる
展開となりました。日経平均は５０日線
を回復すると同時に一目均衡表でも雲の
上に出てきました。
　米国市場は調整局面を抜け出せません
が、為替市場の円安進行によりドル建て
指標で見た東京市場は海外投資家から割

安と映り出した可能性があり
ます。日本株は押し目買いの
好機ではないでしょうか。

フタバ一時ストップ高
６４％営業増益と自社株買い

フタバの日足チャート

　

２
８
日
、

フ
タ
バ
産

業
（
７
２

４
１
）
が

急
伸
、
一

時
ス
ト
ッ

プ
高
ま
で

買
わ
れ
た
。

２
３
年
３

月
期
は
営

業
利
益
１

０
０
億
円

（
前
期
比

６
３
・
５

％
増
）
と

収
益
急
回
復
を
見
込
ん

だ
。
原
価
改
善
や
生
産

体
制
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
見
直
し
な
ど
に

よ
り
売
り
上
げ
が
伸
び

収
益
性
も
改
善
す
る
。

併
せ
て
、
発
行
済
み
株

式
数
の
０
・
２
５
％
に

あ
た
る
２
３
万
株
を
上

限
と
す
る
自
社
株
取
得

枠
を
設
定
し
た
こ
と
も

買
い
気
を
誘
っ
た
。

公
開
価
格
の
２
・
４
倍

ペ
ッ
ト
ゴ
ー
の
初
値

 
 

 
 

　

ペ
ッ
ト
ゴ
ー
（
７
１

４
０
）
が
東
証
グ
ロ
ー

ス
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
５
５
０
円
の

２
・
４
倍
と
な
る
１
２

９
５
円
で
初
値
が
生
ま

れ
た
。
Ｅ
コ
マ
ー
ス
を

主
と
し
た
ペ
ッ
ト
ヘ
ル

ス
ケ
ア
事
業
を
行
う
。

公
開
価
格
72
％
上
回
る

ク
リ
ア
ル
の
初
値

　

ク
リ
ア
ル
（
２
９
９

８
）
が
東
証
グ
ロ
ー
ス

市
場
に
新
規
上
場
、
公

開
価
格
９
３
０
円
を
７

２
％
上
回
る
１
６
０
０

円
で
初
値
が
生
ま
れ
た
。

資
産
運
用
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
事
業
、
ワ
ン
ル

ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
投
資
、

富
裕
層
・
機
関
投
資
家

向
け
資
産
運
用
を
行
う
。

Ｏ
Ｌ
Ｃ
大
幅
５
日
続
落

　

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン

ド
（
４
６
６
１
）
が
大

幅
に
５
日
続
落
。
２
３

年
３
月
期
の
業
績
に
つ

い
て
、
連
結
売
上
高
で

４
０
７
９
億
２
２
０
０

万
円
（
前
期
比
４
７
・

９
％
増
）
、
営
業
利
益

５
０
２
億
５
１
０
０
万

円
（
同
６
・
５
倍
）
を

見
込
ん
だ
が
、
営
業
利

益
で
は
１
１
０
０
億
円

程
度
が
市
場
で
期
待
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
悲

観
売
り
を
浴
び
た
。
外

部
環
境
の
改
善
に
伴
い

テ
ー
マ
パ
ー
ク
入
園
者

数
が
増
加
す
る
見
込
み
。

ア
ル
プ
ス
ア
ル
35
％
増
益

　

２
日
、
ア
ル
プ
ス
ア

ル
パ
イ
ン
（
６
７
７
０
）

が
急
伸
。
２
２
年
３
月

期
の
連
結
決
算
は
計
画

を
上
振
れ
、
営
業
利
益

３
５
２
億
８
０
０
万
円

（
前
の
期
比
２
・
７
倍
）

で
着
地
、
２
３
年
３
月

期
も
４
７
５
億
円
（
前

期
比
３
４
・
９
％
増
）

と
大
幅
増
益
を
予
想
し

た
。
ゲ
ー
ム
機
や
モ
バ

イ
ル
機
器
向
け
コ
ン
ポ

ー
ネ
ン
ト
製
品
が
堅
調

に
推
移
、
為
替
が
円
安

基
調
で
推
移
し
た
こ
と

も
利
益
を
押
し
上
げ
て

お
り
、
配
当
も
第
２
四

半
期
末
、
期
末
合
わ
せ

て
年
間
４
０
円
（
前
期

２
０
円
）
に
増
配
す
る
。

発
行
済
み
株
数
の
１
・

２
１
％
に
あ
た
る
２
５

０
万
株
、
２
５
億
円
を

上
限
と
す
る
自
社
株
買

い
も
発
表
し
た
。

 

Ｐ
Ｈ
Ｃ
Ｈ
Ｄ
最
終
赤
字

　

Ｐ
Ｈ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
６
５
２
３
）

が
急
落
し
最
安
値
更
新
。

集
計
中
の
２
２
年
３
月

期
の
連
結
業
績
に
つ
い

て
、
最
終
損
益
を
２
０

４
億
２
０
０
万
円
の
黒

字
か
ら
９
８
億
円
の
赤

字
（
前
の
期
１
６
９
億

２
９
０
０
万
円
の
黒

字
）
に
下
方
修
正
し
た
。

原
材
料
や
輸
送
費
な
ど

コ
ス
ト
増
に
伴
う
減
損

損
失
と
法
人
所
得
税
費

用
を
計
上
し
た
。

日
立
自
社
株
買
と
増
配

 
 

 
 

 

　

日
立
製
作
所
（
６
５

０
１
）
が
大
幅
続
伸
。

５
０
０
０
万
株
、
金
額

に
し
て
２
０
０
０
億
円

を
上
限
と
し
た
自
社
株

取
得
枠
を
設
定
し
た
。

発
行
済
株
式
総
数
に
対

す
る
割
合
は
５
・
１
７

％
の
規
模
で
株
価
浮
揚

効
果
が
期
待
さ
れ
た
。

未
定
と
し
て
い
た
２
２

年
３
月
期
期
末
配
当
を

６
５
円
と
し
、
年
間
配

当
を
１
２
５
円
（
前
の

期
１
０
５
円
）
へ
増
配

す
る
こ
と
も
好
感
。
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～ 決 算 情 報 ～
ハリマ化成Ｇ 日本精線

２１％増収で営業益２.１倍
２２年３月期粘接着材大きく伸びる

半導体関連業界向け好調
２３年３月期は８．３％増収見込む

　ハリマ化成グループ（４４１０）の２２年
３月期の連結決算は、売上高７６０億９３０
０万円（前の期比２１．１％増）、営業利益３
２億５０００万円（同２．１倍）、最終利益１
７億４６００万円（同６０．０％増）で着地した。
　欧米で粘接着剤用樹が大きく伸び、製紙用
薬品は原材料価格高騰の影響を受けたものの
中国を中心に引合いが強く、２割を上回る大
幅増収で利益が急回復した。営業益は倍増し
減損損失を吸収して最終段階でも６割増益を
確保している。
　２３年３月期は売上高８８０億円（前期比
１５．６％増）、営業利益２０億円（同３８．
５％減）、最終利益２０億円（同１４．５％増）
を計画。原材料価格高騰や為替の影響を織り
込み厳しく見積もった。年間配当３８円継続。

　日本精線（５６５９）の２３年３月期は連
結売上高で４８５億円（前期比８．３％増）、
営業利益で４４億円（同４．３％減）を予想。
　２２年３月期は売上高で４４７億９５００
万円（前の期３１．３％増）、営業利益で４５
億９６００万円（同９１．３％増）と大幅な
増収増益だった。半導体関連業界向け超精密
ガスフィルター（ＮＡＳｃｌｅａｎ）や太陽
光発電パネルなどの製造プロセスで使用され
る極細線に代表される高機能・独自製品に対
する需要の強さが継続、ステンレス鋼線の販
売数量の回復による粗利増加や操業度損圧縮
の効果が寄与した。今後はコスト増を販売価
格へ転嫁し、ＢＣＭ対策の徹底によってサプラ
イチェーンの柔軟性確保と適正在庫の運用を
図るなど、状況に応じた取組みを展開する。

34
％
増
益
見
込
み
配
当
倍
増

Ｔ
Ｏ
Ａ
急
伸
し
新
高
値

ＴＯＡの日足チャート

 
 

 

　

６
日
、
Ｔ
Ｏ
Ａ
（
６

８
０
９
）
が
急
伸
、
約

４
カ
月
ぶ
り
に
年
初
来

高
値
を
更
新
し
た
。
２

３
年
３
月
期
の
連
結
業

績
で
、
売
上
高
４
４
０

億
円
（
前
期
比
７
・
７

％
増
）
、
営
業
利
益
２

９
億
円
（
同
３
４
・
３

％
増
）
と
増
収
大
幅
増

益
を
見
込
み
、
第
２
四

半
期
末
、
期
末
を
合
わ

せ
た
年
間
配
当
を
４
０

円
（
前
期
２
０
円
）
へ

大
幅
に
増
配
す
る
と
発

表
し
た
こ
と
が
好
感
さ

れ
た
。
中
期
計
画
に
沿

っ
て
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト

と
人
材
育
成
に
重
点
を

置
い
た
成
長
投
資
を
加

速
、
業
績
連
動
を
加
え

た
連
結
配
当
性
向
を
４

５
％
に
引
き
上
げ
た
。

Ａ
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
上
方
修
正

　
ア
ド
ウ
ェ
イ
ズ
（
２

４
８
９
）
が
急
反
発
。

２
２
年
３
月
期
の
業
績

に
つ
い
て
、
連
結
売
上

高
で
１
３
５
億
円
か
ら

１
３
８
億
円
（
前
の
期

比
４
２
・
３
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
１
１
億
円

か
ら
１
４
億
２
０
０
０

万
円
（
同
９
・
４
％
増
）

へ
上
方
修
正
、
期
末
一

括
配
当
を
３
円
６
９
銭

か
ら
５
円
４
９
銭
（
前

期
５
円
７
１
銭
）
へ
引

き
上
げ
た
。
マ
ン
ガ
ア

プ
リ
を
展
開
す
る
広
告

主(

ク
ラ
イ
ア
ン
ト)

か
ら
の
需
要
が
増
え
た
。

資生堂など化粧品急落

 
 

 
 

　

資
生
堂
（
４

９
１
１
）
が
急

落
。
３
日
、
米

エ
ス
テ
ィ
ロ
ー

ダ
ー
が
１
～
３

月
決
算
と
併
せ

て
通
期
予
想
を

下
方
修
正
し
た

こ
と
で
株
価
は

５
％
超
の
大
幅

下
落
と
な
っ
た

流
れ
が
東
京
市

場
に
も
波
及
、

中
国
の
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
の
影
響

を
織
り
込
ん
だ

模
様
で
コ
ー
セ
ー
（
４

９
２
２
）
や
ポ
ー
ラ
・

オ
ル
ビ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
４
９
２
７
）

な
ど
化
粧
品
セ
ク
タ
ー

に
売
り
が
広
が
っ
た
。

東
電
Ｈ
Ｄ
買
い
気
再
燃

 
 

 
 

 

　

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
９
５
０

１
）
が
大
幅
高
で
年
初

来
高
値
更
新
。
岸
田
首

相
が
ロ
ン
ド
ン
で
行
っ

た
講
演
の
な
か
で
「
既

存
の
原
発
１
基
が
再
稼

働
す
れ
ば
年
間
１
０
０

万
ト
ン
の
液
化
天
然
ガ

ス
供
給
と
同
じ
効
果
が

あ
る
」
と
発
言
、
改
め

て
安
全
を
確
保
し
た
う

え
で
原
発
を
有
効
活
用

す
る
方
針
を
示
し
た
こ

と
か
ら
買
い
気
が
再
燃

し
た
。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

ドル円の日足チャート

スリランカに財政危機(スリ
 ランカ・キャンディの街並み)

新
興
国
に
も
影
響
は
大
き
い

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
覚
悟

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
５
６
円
高
、
週
足
陽
線
と
な
っ

た
。

　

先
週
の
日
本
株
は
２
日
間
の
立

ち
合
い
で
あ
っ
た
が
日
本
が
休
場

の
時
に
米
国
市
場
は
荒
れ
た
。
荒
れ

た
要
因
は
米
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
Ｆ
Ｒ
Ｂ

が
金
利
を
０
・
５
％
引
き
上
げ
る

と
発
表
し
た
こ
と
に
あ
る
。
通

常
は
０
・
２
５
％
づ
つ
の
利

上
げ
だ
が
、
今
回
は
２
２
年
ぶ

り
の
０
・
５
％
利
上
げ
で
あ
る
。

　

３
月
の
消
費
者
物
価
指
数

は
前
年
同
月
比
で
８
・
５
％
上
昇
、

米
国
の
イ
ン
フ
レ
率
が
４
０
年
ぶ

り
の
水
準
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
。　

な
だ
ら
か
な
イ
ン
フ
レ
で
は
な
く
、

急
激
な
イ
ン
フ
レ
を
本
気
で
抑
え

る
と
い
う
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
姿
勢
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
後
は
市
場
は
０
・
７

５
％
の
引
き
上
げ
も
想
定
し
て
い

た
為
一
旦
は
上
昇
で
反
応
し
た
が
、

や
は
り
利
上
げ
の
ペ
ー
ス
は
速
そ

う
だ
と
の
認
識
か
ら
木
曜
日
に
は

再
び
大
幅
安
と
な
っ
た
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
金
融
緩
和
を
従
来
の

速
さ
の
２
倍
速
で
縮
小
す
る
。

そ
の
際
に
更
に
金
利
は
上
昇

し
、
企
業
や
個
人
、
そ
し
て
新

興
国
に
も
影
響
は
大
き
い
で

あ
ろ
う
。
基
軸
通
貨
の
引
き
締

め
は
低
利
の
ド
ル
を
大
量
に

借
り
入
れ
て
い
る
新
興
国
は

利
払
い
負
担
が
増
大
し
財
政

破
綻
に
陥
る
懸
念
も
あ
る
。
ス

リ
ラ
ン
カ
で
は
早
く
も
デ
フ

ォ
ル
ト
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

お
り
、
新
興
国
や
発
展
途
上
国
の
経

済
か
ら
目
が
離
せ
な
い
状
況
に
な

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

個
人
的
に
は
日
銀
も
Ｆ
Ｒ
Ｂ
も

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影

響
を
過
少
評
価
し
て
い
た
こ
と
が

要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
は
長
期
化
す
る
こ
と
が

確
実
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
資
源
価

格
の
高
騰
も
継
続
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

原
油
、
瓦
斯
、
小
麦
な
ど
生
活
必
需

品
の
価
格
上
昇
は
イ
ン
フ
レ
を
強

く
促
す
。

　

米
国

と
の
金

利
差
を

考
え
る

と
、
今
後

は
円
で

資
金
を

調
達
し

そ
れ
以

外
の
通

貨
の
商

品
で
運

用
す
る

「
円
キ
ャ

リ
ー
ト
レ
ー
ド
」も
増
加
し
て
く
る

だ
ろ
う
。
円
安
材
料
に
は
事
欠
か
な

い
。
市
場
が
混
乱
す
る
中
で
一
旦
の

受
け
皿
と
し
て
日
本
株
が
買
わ
れ

る
こ
と
も
あ
る
が
、
上
値
の
重
い
展

開
は
続
き
そ
う
だ
。
市
場
で
は
「
円

安
は
株
高
」
の
反
応
と
な
っ
て
い
る

が
、
円
安
で
も
反
応
し
な
く
な
っ
た

と
き
の
「
日
本
売
り
」
に
は
注
意
し

た
い
。

　

今
週
は
５
月
限
の
Ｓ
Ｑ
週
で
あ

る
。
連
休
を
控
え
て
い
た
の
で
、
Ｓ

Ｑ
に
向
け
て
の
建
玉
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い
。
Ｓ
Ｑ
絡
め
て
の
動
き
と

い
う
よ
り
は
、
本
格
化
す
る
決
算
発

表
企
業
の
個
別
物
色
と
な
る
と
思

わ
れ
る
。

　

「
売
ら
れ
れ
ば
買
う
が
戻
り
は
売

る
」
展
開
を
想
定
、
相
場
の
レ
ン
ジ

は
２
万
６
５
０
０
円
～
２
万
７
５

０
０
円
を
予
想
す
る
。（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏(

株
式
会

社
マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代

表
取
締
役

)

の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト
「
第

一
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
て

約
１
万
人
の
参
加
者
の
中
か

ら
優
勝
。
直
近
で
は
２
０
１
７
年
１
月
に
始
ま
っ
た
夕
刊
フ
ジ
主

催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
優
勝
。
１
カ
月
間
に
お
け

る
３
銘
柄
の
合
計
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
１
５
５
％
と
断
ト
ツ

の
結
果
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス
ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、

月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投

資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。http://marketbank.jp

総弱気になった時が大底
米国は今後の利上げを織り込む

ナ
ス
ダ
ッ
ク
20
年
12
月
来
の
安
値

サンユウの日足チャート

　４月２２
日の米株式
市場でダウ
平均の下げ
幅は一時１
０００ドル
を超えた。

急落のきっかけは、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）
のパウエル議長が２１日に５月３～４日の米連
邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で通常の２倍の
０．５％の利上げを示唆し、その後も速いペー
スで利上げを続ける可能性を示したことだ。
　米金利先物相場の値動きから利上げ確率を算
出する「フェドウオッチ」は、５月のＦＯＭＣ
での０．５％の利上げを９９．６％、６月１５
～１６日のＦＯＭＣで０．７５％の利上げを９
１％（１週間前は２８．４％）織り込んだ状態
となった。
　０．５％の利上げは既に確定として株式市場
は織り込んでいたが、６月の０．７５％までは
織り込んでいなかったことで市場は過剰に反応
した。市場では２０２２年は全ＦＯＭＣ会合で
利上げを実施（３、５、６、７、９、１１、１
２月の７回）し、２０２３年の３月と６月の２
回で利上げは終了する見込みだ。７月は０．５
％、９月以降の利上げ幅は全て０．２５％を予
想している。
　フェデラルファンド（ＦＦ）金利が引き上げ
られた場合、ＦＦ金利の誘導目標は来年、２．

７５％
～３．
２５％
に達し、
中立金
利とさ
れる２．
３７５
％を大
きく上
回る。
今後の

インフレ傾
向次第で市
場の織り込
み方が変っ
てくるが、
現時点での
今後の利上
げは織り込
んだようだ。
　米１０年
債利回りは
１９日に２．
９８％まで
上昇した後
は下がって
いる。また、
バランスシ
ートの縮小
（ＱＴ）に
ついては、５月のＦＯＭＣで実施が決定
され、５月半ばから６月初めに縮小が始
まるだろう。金利上昇はバリュエーショ
ン（投資尺度）面で相対的に割高なハイ
テク株にとって逆風となる。
　２６日のナスダック総合株価指数は４
％急落した。下落率は今年最大だった。
３月１４日に付けた年初来安値を更新し、
２０２０年１２月以来の安値で終えた。
グーグルなど主力ハイテク企業の業績に
懸念が広がった。４月に入ってすでに１
２％下落し、昨年１１月に付けた過去最
高値からは２２％下げ、再び「弱気相場
」入りした。ただ、Ｓ＆Ｐ５００種株価
指数が３月１４日にチャート上で５０日
移動平均が２００日移動平均を上から下
に突き抜ける「デッドクロス」を形成し、
長期の弱気相場入りのサインを示した日
が底となって大幅に戻したように、総弱
気になった時が大底になる。
　潮流銘柄はサンユウ（５６９７）、ＪＭ
ＤＣ（４４８３）、コムチュア（３８４４）。
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記
者
の
視
点

相
場
見
通
し

ロシア対独戦勝記念日に注意

警戒感強い動き続く

　

注
目
さ
れ
て

い
た
４
日
の
米

連
邦
公
開
市
場

委
員
会
（
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
）
で
は
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
事

前
予
想
通
り
通

常
の
２
倍
と
な

る
０
・
５
％
の

利
上
げ
と
保
有

資
産
圧
縮
の
６

月
開
始
を
決
め

た
。
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ

後
の
記
者
会
見

で
パ
ウ
エ
ル
Ｆ

Ｒ
Ｂ
議
長
は
「
０
・
７
５
％
の

利
上
げ
を
委
員
会
は
積
極
的
に

は
考
え
て

い
な
い
」

と
発
言
し

た
う
え
で
、

今
後
２
回

の
会
合
で

０
・
５
％

ず
つ
の
利

上
げ
を
検

討
す
る
と

し
た
こ
と

で
、
過
度

な
金
融
引

き
締
め
へ

の
懸
念
が

後
退
し
、
４
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
場
で
ダ
ウ
は
２
・
８
１
％

上
昇
と
な
る
９
３
２
・
２
７
ド

ル
高
、
ナ
ス
ダ
ッ
ク
指
数
も
３
・

１
９
％
の
上
昇
と
な
っ
た
が
、

翌
日
は
再
度
、
米
国
の
イ
ン
フ

レ
懸
念
が
高
ま
り
、
積
極
的
な

金
融
引
き
締
め
を
続
け
る
と
の

見
方
が
再
燃
し
ダ
ウ
は
１
０
０

０
ド
ル
を
超
す
大
幅
下
落
と
な

っ
た
。
東
京
市
場
は
ア
ク
抜
け

と
は
な
ら
ず
、
引
き
続
き
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
場
の
動
き
を
睨
み

な
が
ら
警
戒
感
の
強
い
動
き
と

な
り
そ
う
だ
。

　

今
週
は
海
外
で
１
１
日
に
米

４
月
消
費
者
物
価
、
１
２
日
に

米
４
月
生
産
者
物
価
の
発
表
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
国
内
で
も

９
日
に
３
月
１
７
～
１
８
日
開

催
の
日
銀
金
融
政
策
決
定
会
合

議
事
要
旨
と
１
２
日
に
４
月
２

７
～
２
８
日
開
催
の
日
銀
金
融

政
策
決
定
会
合
の
主
な
意
見
が

発
表
さ
れ
る
が
、
４
日
ま
で
で

日
米
の
一
大
金
融
イ
ベ
ン
ト
が

通
過
し
た
こ
と
で
、
一
旦
は
為

替
や
金
利
含
め
て
落
ち
着
き
を

見
せ
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
９
日

に
は
ロ
シ
ア
で
「
対
独
戦
勝
記

念
日
」
式
典
が
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
式
典
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領

が
「
特
別
軍
事
作
戦
」
と
称
し

て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を

「
戦
争
」
に
引
き
上
げ
て
宣
戦

を
布
告
し
、
国
家
総
動
員
を
発

令
す
る
と
の
観
測
が
流
れ
て
い

る
。
現
状
で
ロ
シ
ア
大
統
領
府

は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
が
、

宣
戦
布
告
と
な
れ
ば
地
政
学
リ

ス
ク
が
再
度
高
ま
る
可
能
性
も

あ
る
。

当面のスケジュール

 

・９日 3月17･18日開催の日銀金融政策決定
　　　 会合議事要旨
　　　 中国4月貿易収支
　　　 ロシア｢対独戦勝記念日｣式典開催
・10日 3月家計調査(8:30)
　　　 独5月ZEW景況感指数(18:00)
　　　 (14:00)
・11日 3月景気動向指数(14:00)
　　　 中国4月生産産者物価、中国4月消費
　　　 者物価(10:30)
　　　 米4月消費者物価(21:30)
　　　 米10年国債入札
・12日 4月27･28日開催の日銀金融政策決定
　　　 会合の｢主な意見｣
　　　 4月都心オフィス空室率(11:00)
　　　 4月景気ウォッチャー調査(14:00)
　　　 インドﾞ4月消費者物価(21:00)
　　　 米4月生産者物価(21:30)
　　　 米30年国債入札
・13日 4月マネーストック(8:50)
　　　 オプションSQ
・16日 国内企業物価
　　　 中国鉱工業生産、中国小売売上高
・17日 第3次産業活動指数
　　　 米小売売上高
　　　 米鉱工業生産指数・設備稼働率
・18日 GDP
　　　 鉱工業生産
　　　 米住宅着工件数
　　　 米原油・ガソリン在庫
・19日 貿易収支
　　　 機械受注
　　　 対内対外証券投資
　　　 フィラデルフィア連銀景況指数
　　　 米新規失業保険申請件数
　　　 米中古住宅販売件数
・20日 全国消費者物価指数

編 

集 

後 

記

　

今
年
は
３
年
ぶ
り
に
行
動
制

限
の
な
い
Ｇ
Ｗ
と
な
り
、
日
並

び
も
よ
く
２
日
と
６
日
の
平
日

を
休
め
ば
最
大
で
１
０
連
休
に

な
っ
た
。
た
だ
、
事
前
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
連
休
を
自
宅
で
過

ご
す
と
答
え
た
人
が
７
割
以
上

を
占
め
、
国
内
旅
行
に
出
か
け

た
人
は
昨
年
の
１
・
７
倍
に
増

え
た
よ
う
だ
が
、
推
計
で
１
６

０
０
万
人
と
水
準
自
体
は
低
い
。

筆
者
も
日
帰
り
の
ド
ラ
イ
ブ
に

行
っ
た
以
外
は
、
自
宅
の
整
理

や
掃
除
を
し
て
過
ご
し
た
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
自
分
自

身
、
自
粛
生
活
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
る
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
需
要
喚
起
策
が

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


